
本評価基準の特徴

経済同友会は, F21世紀宣言Aく2000年12月発表lにおいて- r市場の進イ山 というコンセプトを提唱しI

r経済性Jのみならずr社会性J r人聞性Jを含めた総合的な企業価借を評価するような市場の構築とlそれに

向けた企業の積極的なイニシアテイブの発揮を求めましたD

このr企業評価基準Jは,経営者の立場からr市場の進化Jのコンセプトを具体化するための新しい基準を

提唱することを試みたものであり,以下のような特徴を持っていますo

川 経営者による自己評価のためのチェツクリスト

経営者自身が社会の価借観く企業を評価する視点lの多様性やその変化に気づきながら1自社の取り

粒みの現状を評価するためのチェツクリストです.

く21日標をコミツトメントとして示すためのツール

現状評価に加え1 r成果Jについて古ま目標を自主的に設定し1その達成への努力をコミツトすること

によりl具体的取り組みを促進するためのツ-ルですo

く31ベストプラクテイスを発据.評価するためのツ-ル

多くの第三者評価のように,特定の価値判断に基づいて-方的かつ画-的に評価するものではありま

せん.各分野での企業行動に-走の枠をはめるものではなく.むしろ,各企業が多様な取り組みを行う

申でlベストプラクテイスを発掘し,より評価していくためのツ-ルですb したがってl各質問項目の

ウエイト付けや総合点によるランキングは行っていませんo

く41 rIJスク.マネジメントJとrビジネス一ケ-スJに貴する観点からつくられた設問項El

設聞項Elは. 2つの観点からつくられていますo第l臥リスクーマネジメントです.将来のリスクに

つながるおそれのある間窟を事前に把握し.迅速にその改善を図るとともに-社会の価値観と社内の価

値鏡の間に重大な素離が生じていないかを点検するものです.

第2臥ビジネス.ケ-スです.社会の価値観やニ-ズの変化をとらえ,そrtをいち早く価値創造や

新しい市場の創造に結ぴ付けていくことによってl企業の競争力強化と持続的発屈につなげるものです.

く5J r形式Jの有無よリもr機能Jの有無を問う設問項日

ある目的を達成するために有効な仕紐みのr形式Jはl各企業の理念や特性に応じて多様であってし

かるベきですo したがってl仕組みに関する設間ではlある特定のr形式Jの有無く例二社外取締役は

いるかlを聞うのではなく,そのr機能Jく例ニ社外の視点を経営にとり入れるlの有無を問い-それが

効果をあ8デているのであればl異体的にどのようなr形式Jがあるのかを回答していただく方法をとっ

ていますo

く6I常にr進仙していくツ-ル

今後の展開としてはl具体的な回答デ-タを収集.分析し-ベストプラクテイスの抽出.評価や,業

種や規模別の平均像の分析を行うとともにl各方面からのど意見や社会ニ-ズの変化を反映させ-評価

項目の見直しや方法論の精撤化を進めていく予定ですo
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